
物理学委員会分科会の設置について 

 

分科会等名：物性物理学・一般物理学分科会 

 

１ 

所属委員会名 

（複数の場合

は、主体とな

る委員会に○

印を付ける。） 

物理学委員会 

２ 委員の構成 ４５名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的  物理学は、自然界に起こる現象のしくみやその奥に潜む法則

を、実験および理論から探求し、人々の知的欲求を満たすと共

に、技術の発展を促し、我々の生活を豊かにしてきた。 

その中で、物性物理・一般物理分科会では、様々な物質や場

が示す性質を明らかにする基礎科学分野の学術研究を一層進

展させるために、大型プロジェクトから個人型研究までをも包

含する研究や体制の在り方を分析し、他の学術分野とも連携し

ながら、政策立案・提言等に資する。また、教育・人材育成を

一層活性化するための方策についても考察する。 

当分科会は、物性物理学・一般物理学を通じて、広い分野に

おける学術研究や人材育成の進展を図り、科学と社会の発展に

貢献することを目指す。 

 

４ 審 議 事 項 １. 当該分野研究の意義とあり方 

２. 政府行政機関との意思疎通や関連学協会との連携 

に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和２年１１月２６日 ～ 令和５年９月３０日 

６ 備    考 ※事実上２４期より継続 

 
 


